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前
回
、「
見
え
る
薬
剤
師
を
め
ざ
し
て
、

よ
り
信
頼
さ
れ
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
薬

学
的
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
」た
め
、
人

員
の
配
置
や
組
織
の
あ
り
方
を
模
索
し

た
結
果
、
全
病
棟
に
薬
剤
師
を
常
駐
さ

せ
る
こ
と
で
、
病
棟
で
は
欠
か
せ
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

今
回
は
、
開
院
前
の
準
備
期
、
そ
し

て
開
院
後
５
年
間
、
薬
剤
部
門
が
チ
ー

ム
医
療
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
し
て
薬

物
治
療
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
っ

て
き
た
か
を
紹
介
す
る
。

当
院
で
は
、
開
院
時
か
ら
抗
が
ん
剤

レ
ジ
メ
ン
オ
ー
ダ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

（
図
）、
が
ん
化
学
療
法
の
安
全
管
理
を

図
っ
て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
当
初
、「
医
師
の
処
方
制

限
に
つ
な
が
る
」「
使
い
勝
手
が
悪
い
」

と
い
っ
た
意
見
も
多
か
っ
た
。

し
か
し
薬
剤
局
と
し
て
は
次
の
よ
う

に
シ
ス
テ
ム
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

し
、
導
入
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

「
抗
が
ん
剤
の
誤
投
与
に
関
わ
る
重
大

な
医
療
事
故
の
多
く
は
処
方
時
の
用

法
・
用
量
・
休
薬
期
間
な
ど
の
誤
り
で

あ
る
。
注
射
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
で
は
こ
れ
ら
を
防
止

て
、
レ
ジ
メ
ン
を
審
査
す
る
委
員
会
の

設
置
が
規
定
さ
れ
た
。
当
院
は
一
歩
も

二
歩
も
先
を
走
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

が
ん
化
学
療
法
の
施
行
に
際
し
て
、

患
者
へ
の
十
分
な
説
明
と
副
作
用
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
は
き
わ
め
て
重
要
な
事
項

で
あ
る
。
当
院
で
は
、
入
院
患
者
に
は

全
例
、
病
棟
薬
剤
師
が
施
行
前
の
服
薬

指
導
、
施
行
後
の
副
作
用
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
、
外
来
患
者
に
対
し
て
は
、

腫
瘍
内
科
医
、
が
ん
専
門
看
護
師
と

チ
ー
ム
を
組
み
、
安
全
管
理
や
服
薬
指

導
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
一

方
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
２
人
の
薬
剤

師
を
参
加
さ
せ
、
入
院
患
者
に
対
す
る

麻
薬
自
己
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
な
ど
、
緩
和
ケ
ア
の
分
野
に
お
い
て

も
職
責
を
全
う
し
て
い
る
。

病
棟
薬
剤
師
の
重
要
な
責
務
と
し
て

は
、
抗
菌
薬
等
の
適
正
使
用
の
推
進
に

よ
る
感
染
防
止
対
策
も
挙
げ
ら
れ
る
。

当
院
で
は
、
薬
剤
局
の
提
案
で
07
年

７
月
か
ら
注
射
用
抗
菌
薬
の
使
用
届
出

制
を
開
始
し
て
い
る
。
使
用
届
出
制
の

対
象
は
、
抗
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
薬
、
カ
ル
バ
ペ

ネ
ム
系
抗
菌
薬
、
ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系

抗
菌
薬
で
、
使
用
届
の
確
認
は
病
棟
薬

す
る
の
は
難
し
い
。
十
分
な
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
レ
ジ
メ
ン
オ
ー

ダ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
須
で
、
使
い

勝
手
が
悪
い
の
で
あ
れ
ば
、
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
て
対
応
す
れ
ば
い
い
」

ま
た
、
被
ば
く
の
恐
れ
が
あ
る
抗
が

ん
剤
の
調
製
は
、
外
来
・
入
院
と
も
す

べ
て
薬
剤
師
が
責
任
を
も
っ
て
無
菌
調

製
す
る
こ
と
を
薬
剤
局
か
ら
提
案
し
、

了
承
さ
れ
た
。
現
在
、
調
製
件
数
は
月

平
均
９
５
０
件
に
達
し
て
お
り
、
当
院

の
規
模
と
し
て
は
か
な
り
の
件
数
と

な
っ
て
い
る
。

過
剰
投
与
の
防
止
、
重
複
レ
ジ
メ
ン

の
禁
止
、
休
薬
期
間
の
確
保
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
有
し
て
い
る
レ
ジ
メ

ン
オ
ー
ダ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ

て
、
開
院
以
来
、
処
方
内
容
に
関
す
る

イ
ン
シ
デ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て

い
な
い
。
当
然
、
医
師
か
ら
も「
安
心

し
て
処
方
で
き
る
」と
評
価
が
高
い
。

薬
剤
師
の
処
方
監
査
の
効
率
化
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
お
り
、
導
入
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

レ
ジ
メ
ン
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
抗

が
ん
剤
レ
ジ
メ
ン
管
理
委
員
会
で
審
議

し
て
い
る
。
委
員
会
は
薬
剤
局
の
提
案

で
開
院
前
の
２
０
０
４
年
11
月
に
立
ち

上
げ
た
。
08
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
、

外
来
化
学
療
法
加
算
の
算
定
要
件
と
し

剤
師
の
役
割
と
し
た
。病
棟
薬
剤
師
は
、

使
用
届
の
内
容（
薬
剤
選
択
、
目
的
、

投
与
量
、
細
菌
検
査
の
有
無
等
）の
確

認
や
抗
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
薬
の
初
期
投
与
設

計
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ
解
析
、
使
用
状
況
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
、
適
正
使
用

の
観
点
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
問
題
が
あ
れ
ば
必
要
に

応
じ
て
感
染
防
止
対
策
チ
ー
ム（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）に
相
談
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
週
１
回
開
催
し
、

医
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
が
、

電
子
カ
ル
テ
を
用
い
て
、
主
病
名
、
感

染
症
病
名
、
細
菌
検
査
結
果
、
薬
剤
感

受
性
、
抗
菌
薬
の
使
用
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
臨
床
上
問
題
と
な
る
と
判
断
し

た
場
合
に
は
、
主
治
医
の
安
全
管
理
に

介
入
し
て
い
る
。

現
在
、
抗
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
薬
の
投
与
設
計

は
、
病
棟
薬
剤
師
に
よ
り
ほ
ぼ
全
例
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
有

効
性
お
よ
び
安
全
性
の
確
保
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
今
次
診
療
報
酬
改
定

で
新
設
さ
れ
た
感
染
防
止
対
策
加
算
は

ま
さ
に「
待
っ
て
ま
し
た
」と
申
請
し

た
。抗

菌
薬
使
用
に
関
す
る
院
内
指
針
は

08
年
９
月
に
作
成
し
た
。
薬
剤
局
で
全

体
の
構
成
を
考
え
、
複
数
の
医
師
、
薬

剤
師
で
分
担
執
筆
し
た
が
、
必
ず
し
も

十
分
な
協
議
を
重
ね
た
う
え
で
作
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
い
ま

だ
に
院
内
で
の
周
知
度
は
低
く
、
遵
守

状
況
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
早
急
に

院
内
指
針
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

理
想
と
考
え
て
い
る
の
は
筆
者
が
03

年
12
月
に
米
国
視
察
し
た
際
に
入
手
し

た
、
視
察
先
の
大
学
病
院
で
使
用
し
て

い
る
院
内
医
薬
品
集
で
あ
る
。
こ
れ
は

日
本
で
よ
く
目
に
す
る
単
に
添
付
文
書

の
内
容
を
記
載
し
た
だ
け
の
冊
子
で
は

な
く
、
院
内
に
お
け
る
医
薬
品
の
使
用

指
針
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
米

の
相
違
に
大
き
な
衝
撃
と
刺
激
を
受
け

た
も
の
だ
。
当
院
で
も
こ
れ
に
負
け
な

い
指
針
を
つ
く
り
上
げ
、
薬
剤
師
が
監

視
役
を
担
っ
て
い
く
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

当
院
で
は
開
院
時
か
ら
薬
剤
局
の
な

か
に
救
急
医
療
支
援
科
を
創
設
し
、
救

急
医
療
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
き

た
。
そ
の
仕
事
内
容
と
し
て
は
、
配
置

薬
の
管
理
、
救
急
搬
送
時
・
災
害
派
遣

時
携
帯
医
薬
品
の
管
理
、
救
急
カ
ー
ト

の
適
正
管
理（
使
用
状
況
の
確
認
と
見

直
し
）、
医
薬
品
情
報（
中
毒
情
報
を
含

む
）の
提
供
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
事
例
の
分

析
と
対
策
、医
師
の
処
方
設
計
支
援（
感

染
症
に
対
す
る
抗
菌
薬
の
処
方
設
計
、

腎
機
能
低
下
時
の
用
量
設
定
等
）な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
ほ
か
、
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
を
巡
回
し
、
処
方
チ
ェ
ッ
ク
、

注
射
薬
の
投
与
速
度
・
希
釈
濃
度
・
配

合
変
化
の
確
認
、
投
薬
の
再
確
認
、
副

作
用
発
現
時
の
情
報
提
供
と
ア
セ
ス
メ

ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
救
急
医
療

支
援
科
に
は
薬
剤
師
３
人
を
配
属
し
、

毎
日
最
低
１
人
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
常
駐
し
て

い
る
。

そ
の
結
果
、「
薬
剤
管
理
指
導
料
１
」

（
４
３
０
点
）の
算
定
件
数
は
昨
年
度
で

５
９
０
件
を
数
え
た
。
こ
れ
は
当
院
の

規
模
で
は
か
な
り
多
い
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
救
急
医
療
は
本
来
、
チ
ー
ム
医
療

が
不
可
欠
な
分
野
で
あ
る
。
実
際
、
医

師
、
看
護
師
か
ら
の
質
問
・
相
談
は
多

く
、
担
当
薬
剤
師
は
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
る
。

チ
ー
ム
医
療
の
な
か
で
薬
剤
師
が
主

体
的
に
薬
物
治
療
に
か
か
わ
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
薬
剤
部
門
と
し
て
、
常
に

「
理
想
の
薬
物
治
療
の
あ
り
方
」を
念
頭

に
お
き
、
広
く
情
報
収
集
を
行
い
、
現

状
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
提
案
し
、
実

行
し
て
い
く
姿
勢
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
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